



















































































































































































































































































る。答えとして二つの意義を説いている。一つめの理由として、小乗におけ 法は愚法であり未完成の法であることを表すため。二つめ 理由として、最終的に大乗へ向かわせるた 手段 て様々な方便を使うため単純に同じ行位を経 とは限らないことを明かしてい 。続く次の問答では、小乗の二乗と大乗の 乗と 頓出離の義の有無に関して解釈する。ここでは前（小乗）を愚法とし、頓出離の義は小乗の義を超えいるとしている。大乗においてはこの義を基に小乗より大乗へ向かわせる旨を合わせ 述べている。
















































































































































































































































































って予言されたもの（未来起）であり、且つ『異 宗輪 』によってそれら予言が現実 起こった過去の事 ということ 主張している箇所をまとめたものである。
次に述べる点は、それらを受けて小乗二十 の の様子に関して説










。 これらは 『文殊師利問経』 と 『異





















































ている論書と凝 が指摘しているものの間 相違が見られる は、 『十住心論』の本文において「釈余如」と特定 経 を指摘していないことも大きな要因として考えられる。それだけに各諸師の立場を準じた説が立てられているものと思われる。また、この部分において挙げるべき点は、定賓は懐素を批難した いう相対し 立場 ある人物であるにも関わらず 凝然が両師の名を並記 て ることである。ここには様々な論書を掲げることにより多くの理解を提示しよう した凝然 姿勢があるのではないかと思われる。
まとめ
本論において扱った範囲は前巻に比べ、諸師との見解の相違を中心と
した特徴はそう多くはないと言えるかと思われる。 しかしなが それは凝然の持つ「既存の仏教教理に基づく理解」という視点から外れな ものであることが指摘できる根拠と言えるものであ 声聞地 基本理解に関して『倶舎論』に基づいて解説を行ったり、部派分派の様子を説く範囲 おい は『十住心論』に引かれる『文殊師利問経』や対としてい
る『異部宗輪論』を基本とした引用を展開し論を進めていることはその点を表している大きな特徴である。
これらの点から『第四義批』第二巻においても第一巻に見られた「確
かな論書・経論に依る」という点が確認されたと共に「既存の仏教教学理解に基づく」という凝然の基本姿勢も合わせて確認することが出来たと言えるかと思われ 。しかしながら最後の部分の「愚釈如余」の注釈において独自のものと思われる論書を挙げていたことは、凝然の思想背景を探る手がかり 特筆すべき点の一つ して今後重要な手がかり なると思われ 。
第一巻において『大智度論』 『大乗義章』を中心に論を展開していた
こと、また今回第二巻において見られた新たなポイントを踏まえた上で今後の『義批』考察 生かして きたい 考える。『義批』は未だ大部分が翻刻の済んでいない未刊の文献である。今後、翻刻を進めることによって、鎌倉期に活躍した凝然がどのよう 思想
『義批』に記したのか、その全貌を明らかにして行きたいと考える。
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　小峰彌彦「 『十住心論義批』の研究（二） 」 （大正大学研究紀要第




























耳。小峰彌彦「 『十住心論義批』の研究（二） 」 （大正大学研

















































　執一語言→一説部 　出世間語言→説出世部 　高狗利柯→鶏胤部 　
只底舸→製多山部 　法勝→法上部 　賢→賢冑部 　一切所貴→正量 　芿
→密林山部 　大不可貴→化他部 　法護→法蔵部 　迦葉毘→飲光部
修始路→経部 　等。（（（）『文殊問経』 『異部宗輪論』 対校、 部派各派名梵漢対校は、 小峰彌彦 「 『十住心論義批』の研究 二 」 （大正大学研究紀要第六九輯 　一五一頁
『十住心論義批』における一考察 　（二）
七
上段～一五一頁下段）（（（）小峰彌彦「 『十住心論義批』の研究（二） 」 （大正大学研究紀要第六九輯 　一五二頁下段）（（0）二部説に二種。 部説に二種。一二部説は一種。二〇部説に三種。五百部説に関しては 　その名のみが存在し相状に関しては明らかでないとしている。（（（）『十住心論衆毛鈔』真言宗全書第一〇巻二四〇頁下段参照具釈如余
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